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2012年（平成24年）7月20日
「市社会福祉協議会」は、皆さんの参加と支
えあいで福祉のまちづくりを進める社会福
祉法に位置付けられた民間の福祉団体です。
皆様からの寄付金、賛助会費、共同募金に
支えられています。

広　報

自治会に加入しよう！
自治会活動は

地域福祉の原動力！
自治会に関する問合せ

市自治会連合会事務局
電話・ＦＡＸ 042-753-3419

ホームページ hｔｔp://www.sagamihara-jichiren.jp/

今月のいいひと 7·8月今月のいいひと 7·8月

相模原市社協 クリック

インタビュー全文はホームページで

米田　弘子さん
（南区磯部）

　昭和54年に相模原市点
訳赤十字奉仕団に入団。
点字の本の作成など視覚
に障害のある方へのボラ
ンティアを30年以上続け
られています。また会の
活動に留まらず、日頃か
らご近所さんを大切にす
る米田さんは、まさに「ご
近所おむすびサポ―ター」
（２面で紹介）です。

やすらぎ一座の皆さん
津久井地区を中心に活躍する

ボランティア劇団

　高齢者のつどい事業や福
祉施設などでお芝居を披露
しています。
　「毎回、芝居が終わった
後に見てくださった方々を
お見送りするのですが、皆
さんの笑顔や『おもしろ
かったよ』の声が私たちの
喜びであり、次の公演の励
みにもなっています。」

　市社会福祉協議会（市社協）の事業の大きな財源の一つとなっているの
が、賛助会員の皆さまからの会費です。賛助会員は、市社協の活動に賛同し、
会費を納めてサポートしてくださる市民や企業の皆さまです。この会費を
財源に、市社協は、次のような各種福祉事業の実施や市民の皆さまが
取り組む身近な地域の福祉活動を支援します。

ブログ
「にこまるの部屋」
　「みんないいひとの国」に住んでる
「にこまる」が市社協・地区社協の
活動を紹介するよ。みんな見てね。

twitter
「相模湖地区社協」
　市内初の地区社協のツイッター！
地区社協の活動や相模湖地域の住民
福祉情報をつぶやいています。フォ
ロー大歓迎。

アカウントは
@sagamikoshakyo

平成２４年度

賛助会員募集
にご協力を
お願いします

平成２４年度

賛助会員募集
にご協力を
お願いします

●地域でお年寄りや子育て中の親子等
が交流するサロン活動や人材育成の
ための福祉講座の開催等、地域の福
祉課題を解決するため、市内22地区
の地区社会福祉協議会が取り組んで
います。
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地域福祉活動

●ボランティアグループのメンバーや
ボランティア登録者（いるかバンク）
が、福祉施設や在宅で生活する高齢
者・障害者のお手伝いをしていま
す。

●災害に備えたボランティア活動にも
取り組んでいます。

ボランティア活動

●高齢や障害などで、生活上に困りご
と（買い物、掃除、送迎、散歩、話し
相手…）を抱える方を協力会員が支援
するサービス。介護保険など公的
　サービスが対応できない部分を積極
的に支援します。

ふれあいサービス
サロン活動

送迎の付添

大船渡市での災害ボランティア活動

このように、賛助会費は人と人とのつながりを豊かにする活動に
使わせていただいております。

双方向に情報発信中！双方向に情報発信中！

一般賛助会員（各世帯）
特別賛助会員
（特に賛同いただける個人）
法人賛助会員（企業や団体等）

1口：     200円

1口：  1,000円

1口：20,000円

７～ 8月

  随時

市内２２地区の地区社会福祉協議会を
中心に、自治会、民生委員・児童委員の
皆様にご協力をいただいております。

年間を通じて市社協で受付しております。

会員の種類 　　　　　　　　会費年額　　　 募集期間 　　　　　　募集方法等

賛助会員の種類と募集方法等

今年度も皆さまのあたたかいご協力をお願いいたします！
問合せ　総務係　電話 042-730-388８

「賛助会員」として
地域福祉活動に
参加しませんか！

▲

（　　　　　　）

活動を紹介するよ。みんな見



シリーズ 楽しく「『ふくし』でまちづくり」 福祉コミュニティ形成事業　 No.２

～たくさんのご寄付をありがとうございます～
一人ひとりが福祉活動

平成24年５月１日から６月30日までにご寄付を寄せられた方は、次のとおりです。

　市社会福祉協議会には、市民の皆様から多くの寄付が寄せられ、福
祉の向上に役立たせていただいています。「地域住民の参加と支えあ
いによる福祉のまちづくり」を実現するため、ひとりでも多くの方の
ご協力をお待ちしております。  

今月の気になる本
噛むチカラで肥満を防ぐ　　　
小野塚實／著　健康と良い友だち社

　「噛むこと」それは心身の健康を保ち、命をつなぐための重要な習慣
です。肥満という一種の社会問題に対して、なぜ肥満がいけないのか、
また「噛む」ことがどうして役立つのかということに焦点をあて解説
しています。

問合せ　保健と福祉のライブラリー（図書室）
             電話 042-769-8275　ウェルネスさがみはら1階
　　　　 　※保健と福祉のライブラリーでは本の購入はできません。
　　　　 　※ホームページで、保健･福祉･医療分野の本を紹介しています。

＊事前に電話で予約をしてください。（定員になり次第、予約を終了します。）
＊相談は一人1回とさせていただきます。

午後１時20分～４時
（相談時間は一人40分間です）

８月23日（木）

９月27日（木）

相談日時（予約制）

場　　　　所　あじさい会館5階　福祉研修室
対　　　　象　高齢者・障害者とその家族
予約受付時間　月～金曜日（祝日を除く）　午前8時30分～午後5時

申込み・問合せ　あんしんセンター係　電話 042-756-5034

無料

弁護士による権利擁護相談
～人権や財産等の権利擁護に関する個別相談～

寄
付
物
品

〔個　人〕
●社会福祉のために

●障害福祉のために
●少年院図書代のために
〔企業・団体〕
●社会福祉のために

●障害福祉のために

●児童福祉のために
●交通遺児のために
〔個　人〕
●チケット

●雑貨

●福祉用具

〔企業・団体〕
●車いす

●衣類

小　山
相模台
大野南
橋　本
大野中
大　沢

大野北

相模湖
中　央
　〃
　〃
上　溝
横　山
麻　溝
大野北
津久井
横　山
田　名
津久井
市　外

橋　本
大野南
麻　溝
大野南

光が丘

東　林

大野南

中　央
市　外
小　山
相模台

（敬称略・順不同）

地区名名前・名称寄
付
金

佐藤　榮一
坂本　堯則
伊原美知子
島崎　君子
森　　郁代
矢沢　　守
匿名１件
河本　德一

福前健康体操　代表 福前幸子
さがみビルメンテナンス協同組合
あじさい会館募金箱
桐生医院募金箱
ショーホーガン
相模原市民吹奏楽団
独楽寿司北里店募金箱
フルヤ会
（福）青芳会　常務理事 星野芳博
横北友の会（グリーンプール売店内）
相風さつき会
青い鳥
セントラル自動車労働組合
匿名２件
相模原鍼灸マッサージ師会
谷内はりマッサージ治療院
道志みちを愛するバイク乗り一同
相模原けやきの会

平浜　ひろし
匿名２名
浜脇　敏江
匿名１名
鈴木　清一
匿名１名

㈱ヌマヤ相模原店
㈱スーパーアルプス
相模原沖縄県人会
源悟山顕正寺

定価 1,500円
+税

平成23年３月17日から平成24年6月30日までに以下の金額を受け付けしました。 
1. 全額を「被災者への義援金」とする募金　  59件　  2,278,052円
2. 半額ずつを「被災者への義援金」と、「被災者を支援するボランティア・
　　NPO団体の活動支援費」とする募金　 　　 108件　15,486,372円
　  ⑴義援金として　 　　　　　　　　  7,743,186円
　  ⑵ボランティア・NPO団体の活動支援費として　   7,743,186円
＊募金は中央共同募金会を通じて配分されます。配分状況については、中央共同募金会 
  ホームページをご覧ください。 
　東日本大震災により被災されました皆様には心よりお見舞い申し上げます。
　今後も継続的な支援をどうぞよろしくお願いいたします。

東日本大震災被災地支援募金東日本大震災被災地支援募金東日本大震災被災地支援募金受付中

ご応募いただいた体験談の一部を紹介します。ご応募ありがとうございました。

　無縁社会と呼ばれる中、困ったときにはご近所同士で助け合ったり、地域の福祉
課題に取組んだりしている人もいます。市社協は、そんな人を「ご近所おむすびサ
ポーター」（略して「おむサポ」）と呼び、多くの人が、ご近所同士の助け合いや「お
むサポ」に「いいね！」と共感し、ご近所同士の関係を深めるきっかけとしていた
だけるよう、「ご近所の結びつきを温かく感じた体験談」を募集し、本紙等で紹介し
ています。あなたの体験したご近所の温かさを、まちいっぱいに広めませんか？
ご応募お待ちしています。

応募方法　郵便・FAX・ホームページ・電子メールで。体験談（オリジナルで未発表 
 のもの800字まで）と氏名、住所、電話番号を明記。（匿名希望可）
応 募 先　〒252-0236 相模原市中央区富士見６-１-20　相模原市社会福祉協議会  
 総務課　電話 042-730-3888　FAX 042-759-4382　体験談投稿 
 フォーム　https://x143.secure.ne.jp/~x143006/omusubi.html
 　　　　　電子メール info@sagamiharashishakyo.or.jp

 福祉活動の担い手づくり、学びの場づくりを目指して
　ボランティアに興味はあるものの、どんなことをするの

かわからないという方やボランティアを通じて仲間を増や

したいという方などのために、地域で行われている様々な

福祉活動を紹介し、地域福祉を支える仲間になってもらえ

るように年間６回の講座を開催しています。

　初回の入門編で福祉活動について学び、続く実践編では実際にボランティア活動

を体験しました。参加者からは「このような活動があることを知り、できる範囲で

ボランティアをはじめてみようと思います。」という声が聞かれました。

 気軽におしゃべりをして食事もできるいこいの場
　高齢者や地域のみなさんの交流の場（軽食もあります！）

として東林いこいの広場は月２～３回、また木曜喫茶は毎

週木曜日にボランティアによって運営されています。「初

めて来たけど、みなさんが気さくに声をかけてくれるし、

カレーもおいしい。また来ます。」と好評です。

　東林いきいき塾を受講後、東林いこいの広場で活躍しているボランティアは「定

年後、何もすることがなく、いこいの広場に来なかったら家でゴロゴロするだけ

だったよ。」と笑顔で話してくれました。

　東林地区社協は、東林いきいき塾と東林いこいの広場を通して、ひとりでも多くの

ひとに福祉活動に参加するきっかけを作り、『わたしたちで支えあう福祉のまち』を

目指します。

問合せ　地域福祉係　電話 ０４２-７５６-５０３４

福祉コミュニティ形成事業とは…
　地域の福祉活動の推進役として地区社協が中心となり、地域の皆さんで「困りごと」の
解決策を考え、支えあいの福祉のまちづくりを目指すものです。この事業は「市地域福祉
計画」の重点的な取り組みのひとつで、市社協と地区社協が協働ですすめており、現在
15地区で実施されています。

いきいき塾実践編

実際に体験

　このシリーズは、各地区で取り組まれている「福祉コミュニティ形成事業」を紹介
します。今回は、東林地区社協の取組にスポットをあてました。

東林いきいき塾

東林いこいの広場・木曜喫茶

寄付を続けて車いす57台 ～株式会社
　ヌマヤ相模原店

　株式会社ヌマヤ相模原店(中央区相模原）は、
昭和62年から呉服販売イベント等による収益金
の一部から、市社協に車いすの寄付を続けられ、
今年で20回、合計57台となりました。
　「当店は地域の皆さまに支えられていますの
で、少しでも皆さまのお役に立ちたいと考えて
おります。お陰様をもちまして、20回続けるこ
とができました。」と販売部長の今さん。
　市社協ではいただいた車いすを市民の皆さまへの貸出用などとして活用
しています。
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法律相談

ふれあい七夕カードをお届けしました！！

～七夕に想いをこめて～
　７月６日（金）、「ふれあい給食サービス」（ひとり暮らし
の高齢者に、老人ホームなどで調理したお弁当を市民の協力
者によってお届けするサービス）の利用者の皆様に、「ふれ
あい七夕カード」をお弁当に添えてお届けしました。約50
の保育園の協力を得て集まったカードには子ども達からの絵
やメッセージが色鮮やかに描かれています。

　「七夕カード、がんばってかいたよ。」と谷口保育園のみさと
ちゃんとゆみちゃん。利用者からは、「カードからあふれんば
かりの夢いっぱい、元気いっぱいの子ども達の輝きが伝わって
きて、子ども達とつながっていると感じました。」と弾んだ声が
聞かれました。１枚のカードが、七夕の日に、同じ地域の中
で、同じ時を歩む子ども達と高齢者の心をつなぐかけ橋となり
ました。
問合せ　在宅福祉係　電話 042-756-5034

皆さまの声をお聞かせください　
～市社協の苦情相談・解決体制～

　市社協の事業やサービス等に関する市民の皆さまからの苦情や要望等を受付け、
解決や改善を図るための体制を整えています。
　平成23年度には、合計39件のご要望をいただきました。

　苦情・要望に対する知識や中立性を持った「苦情解決第三者委員」を設置し、
苦情・要望等への対応に関する助言等をいただいています。
〈苦情解決第三者委員〉玉田　稔　木村勝次　鈴木敏彦
　　　　　　　　　　 問合せ　総務係　電話 042-730-3888

●ひとり暮らし高齢者等給食サービス関連　17件
●共同募金募集関連　　　　　　　　　　　 ６件
●賛助会員募集関連　　　　　　　　　　　 ５件
●ボランティアセンター事業関連　　　　　 ３件
●福祉車両等運行事業　　　　　　　　　　 ３件
●あんしんセンター事業　　　　　　　　　 ２件
●その他　　　　　　　　　　　　　　　　 ３件

…

…………………………………

…………………………………

………………

………………………………

……………………………

……………………………………………………

平成23年度の主な事業の苦情・
要望等相談件数

「ご近所の結びつきを温かく感じた体験談」
　平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」を契機に、人と人との「つながり」や「支えあい」の重要性が再認識されました。市社協
では、地区社会福祉協議会をはじめ自治会、民生委員・児童委員など様々な団体と連携を図りながら、地域の交流の場や支えあいの仕組
みづくりがより充実するよう支援に取り組みました。

平成23年度  決算の概要

収入　２，２６１，９５７千円 支出　２，２１５，９８４千円
各種福祉事業の実施

421,６７３千円（19％）
高齢者を対象とした在宅福祉
サービスの実施や子育て支援事
業、高齢者や障害者の日常生活
支援・権利擁護に向けた取組
み、生活困難者への資金貸し付
けなど

住民の福祉活動の充実に向けて
135,916千円（６％）

市内22地区にある地区社会
福祉協議会活動に対する支援や
ボランティアセンターの運営など

民間福祉施設建設資金貸付事業
１,081,874千円（49％）
民間社会福祉施設の建設資金等
の貸付及び償還の管理を実施

あじさい会館等の運営
104,784千円（５％)

あじさい会館、保健と福祉のライ
ブラリー、福祉機器展示室の運営

その他
471,737千円（21％)

市社協運営費、広報紙の発行、
ボランティアバスの運行、年末
たすけあい配分金事業など

※単位は全て千円（　）内は構成割合

　　 資産の部

２,623,337
現金・預貯金・未収金
基本財産
固定資産　基金　等

合　計　２,623,337

　　 負債の部　

１,566,724
未払金・預り金・
買掛金　等

　  純資産の部　

１,０56,613
基本金・基金・
積立金・次期繰越
活動収支差額等

合　計　２,623,337

（単位：千円）

会費・寄付金・共同募金配分金
９1,480千円（４％）

市民の皆様からの賛助会費や寄
付金、赤い羽根募金の配分金など

事業収入
147,927千円（７％）

各種サービスの利用料、自動販
売機手数料など

補助金・受託金
814,016千円（36％）

市・県社協からの事業を行うた
めの補助金、受託金

その他
1,208,534千円（53％）
借入金収入、預金利子、前期末
支払い資金残高など

　会　計

一般会計

　　公益事業

　　収益事業

　 合　計

収 入 　

２,０９９,４８１

１３８,７７０

２３,７０６

２,２６１,９５７

支 出 　

２,０６３,８８７

１２９,２５９

２２,８３８

２,２１５,９８４

特
別
会
計

（単位：千円）

平成23年度一般会計・特別会計の
収支決算（概要）

貸借対照表

　ある日、友人は窓越しに助けを求めるような
せっぱ詰まった声を聞いたそうです。外に出て
あたりを見回すと、マンションの２階ベランダ
にいる女性が「立てるようになった赤ちゃんが、
窓のかぎを閉めちゃって部屋に入れない」と！

友人が管理会社を調べ、ご主人にも連絡し、開
錠、ことなきを得たそうです。もし友人が外に
出ていなかったら…友人の適切な行動、私の中
にしまっておくのはもったいないと思ったので
紹介します。

　圧迫骨折による腰痛で、重いものが持
てず、歩くのも大変で、ゴミ出しができ
なくなってしまいました。でも、お隣の
方達が「新聞はたまったかな？」、「一緒
に持っていくよ」と声をかけてくれます。
今では、軽いゴミは自分で持っていくよ
う心がけています。民生委員さんや近所
の方のおかげで日々頑張っています。
心よりお礼申し上げます。

いいね！
おむサポ

いいね！
おむサポ

相談

駅での募金活動
地区社協を支援

広報・PR活動

店舗での募金活動 災害ボランティア
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大好評

ハンドメイドショップ「バオバブ」
全品10％オフ！感謝祭

7月23日（月）～８月４日（土）
あじさい会館１階
市内の施設を利用する障害のある方
が心を込めて作った、布織物、木工
おもちゃ、ビーズ製品にお菓子等、
日頃の御愛顧に感謝して、全商品１
割引の感謝祭を実施します。ラッピ
ング無料。
042-757-6772☎

夏休みこども手話教室

7月26日（木）
あじさい会館 ３階講習室　午前10時～正午
小学生・中学生を対象にした楽しく
学べる手話教室
20人（先着順）
無料
7月25日（水）まで
042-756-0401
大野なか手話サークル　市村

☎

☎問

申
☎

日時

申込み

問 問合せ TEL

場所

￥ 金額
対象？内容

ボランティア活動を始めたいと思っている方のために

開催日
午後1時30分～ 3時30分

午後1時30分～ 3時30分

①７月30日（月）

②８月27日（月）

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センター
　　ボランティア活動室

ボランティアとしての
基礎知識と実際の活動
紹介、車いす体験

時　間 時　間 内　容

ボランティアセミナー

団体名 募集人員 職務内容 受験資格

担当

FAX

縁ＪＯＹ　夏祭り

7月28日（土）　午後４時～８時
特別養護老人ホーム縁JOY敷地内
（中央区田名7691-1）
テーマ～踊れ!笑え！祭りだ「和ッ
ショイ！」模擬店・アトラクション・
大抽選会・盆踊り・花火　
※模擬店のお手伝い等、ボランティア
　も募集（要事前申込）
042-764-1110　　
天野・浜野

☎

第34回相模湖・ダム建設殉職者
合同追悼会及び相模ダム建設資料展示会

追悼会　７月29日(日)
午後１時開場、１時30分開式
県立相模湖交流センター多目的ホール
展示会　７月28日(土)～８月3日(金)、
午前９時30分～午後５時
市立相模湖記念館（交流センター２階）
042-684-3514　
追悼会事務局　太田　　 

☎
担当

講師

常勤・非常勤職員募集
老人保健施設　なごみの里

非常勤職員募集
地域活動センターポップコーン

発達障がいについて
一緒に学んでみませんか

８月５日（日）　午後２時～４時
ソレイユさがみ　セミナールーム２
正しい理解を持つことができれば、
発達障がいの人たちを地域でサポー
トできるはずです。
陽光園療育相談室職員・
おかんの会 代表 川崎幸江さん
500円
FAXまたはメール
supporters-sagamihara@auone.jp
　042-768-0495　
さがみはら発達障がいサポーターズ 斎藤

☎
担当

担当

資格

給与

勤務

担当

常勤職員募集　塩田ホーム 常勤職員募集　レインツリー　

特別養護老人ホーム入居者、及び短
期入所利用者に対する生活介護全
般、各種会議や行事の企画運営等
経験不問（介護福祉士・ホームヘル
パー２級以上の資格取得者優遇）
月給 210,000円～250,000円
（諸手当含む）
中央区田名塩田２-５-24
早番：午前 ７時～午後４時　　
日勤：午前 ８時～午後５時
遅番：午前10時～午後７時　　
夜勤：午後 ５時～翌午前10時
042-778-4090　
石若　

業務拡張のため障害者就労支援事業
所の職業指導員を募集します。（利
用者さんと一緒にお庭のお手入れを
します。）
普通自動車運転免許を有する方、造
園業の経験者、または植木の剪定の
できる方
月額 200,000円以上
中央区上溝1249-1
午前９時～午後６時
休日　土日祝日、夏季、年末年始
電話連絡の上、履歴書を送付
042-851-3547　
㈱ナチュラルライフサポート　古里

☎

資格

給与

勤務

ハンディを持つ方への生活・作業・
外出介助など。男性利用者の同性介
助を必要としています。
ホームヘルパー２級以上・普通自動
車運転免許・福祉車両運転できる方
時給880円（社会保険完備）
南区麻溝台6-10-16
午前10時～午後５時、週５日程度
042-766-5850 
髙山・江口

☎
担当

☎
担当

第37回相模原地区障害児・者
作品写真展

福祉施設の利用者、学校に通う児童・
生徒が学習活動の中で作成した写
真、絵画、陶芸、木工、手工芸作品
などを展示します。
８月24日（金）～26日(日)
午前10時～午後８時
イオン相模原店１階パブリック
スペース（南区古淵2-10-1）
042-777-0111
相模福祉村　虹の家　佐藤

☎

☎

担当

担当

資格

勤務

入所者・通所者（デイケア）の療養
生活をサポートするお仕事
ホームヘルパー２級以上
経験あれば尚可　無資格者応相談　
月給 182,000円　
試用期間３か月、時給929円
緑区牧野8110-2
午前９時～午後５時　早出遅出夜勤あり
042-689-2321　
医療法人社団 清伸会 事務局　山本

資格

給与

勤務

家族で楽しむ心ぽっかぽかコンサート

市外郭団体職員の募集

★社会福祉協議会関係施設の休館日
　あじさい会館　８月５日（日）、９月15日（土）

　「福島県外に引っ越したいけれど、バリアフリーの住まいが見つかるか、福祉サービスを
受けられるか心配…」そんな障がい者を支援するため、「JDF被災地障がい者支援センター
ふくしま」は、中央区青葉で「サテライト自生活センター」の設立を準備しています。脳性ま
ひで重度の障がいのある後藤弘樹さんは、５月に福島県から市内に引っ越され、保養ツアー
や移住体験で相模原を訪れる障がい者を支援しています。今夏に移住予定でセンターのス
タッフとなる小野和佳さんは「移住への思いは、放射能の不安、介護の人手不足、進学など
様々ですが、障がいに捉われず、自分の生き方を選択してよいのだと、障がいのある私達が
発信していきたい。今後、相模原の皆様にご支援を頂けると助かります。」と。９月７日（金）
午後、活動目的や福島からの声を知っていただくための会をあじさい会館５階福祉研修室で
開催。問合せは電子メールで小野さんに。kurumaisuotoko@gmail.com

被災地の障がい者の生活再建を！　「サテライト自立生活センター」

　    続けよう！東日本大震災復興支援シリーズ

￥☎
☎

①ボランティアセンター　　　 042-786-6181　　　　無料
②南ボランティアセンター　　 042-765-7085

申

￥
申

￥

☎

講師

担当

子育て支援講座（全２回）
ストレス軽減に生かすアロマテラピー

８月18日(土)、26日(日)
午後１時40分～４時15分
ソレイユさがみ　セミナールーム６
小池まゆみ氏 (アロマセラピスト)他
つまづきのある子どもの保護者、当
事者、親子を支援している方18人
（先着順）　
※参加者以外の入場はできません
18日 1,900円　26日 500円　
別途教材費として１日1,000円
申込フォーム
http://form1.fc2.com/form/?id=767129
090-8506-0714
（火～金の午前10時～午後４時）
NPO発達障害の会神奈川オアシス 横倉

申

￥

￥

申

申

￥

試　験　日　 平成24年９月16日（日）　　試 験 会 場　 相模女子大学
申　込　み 必要書類を郵送で７月23日(月)～８月10日(金)までに各団体へ
 (当日消印有効)
勤務条件等　 原則、採用は平成25年４月以降です。なお、勤務条件等の詳細 
 は各団体で異なりますので、各団体のホームページをご覧になる 
 か、お問い合わせください。
問　合　せ 市社会福祉協議会 042-730-3888
 市都市整備公社  042-751-6623
 市民文化財団　　　　042-749-2207

☎
☎
☎

相模原市都市整備公社

相模原市民文化財団

相模原市社会福祉協議会 若干名

若干名

若干名

経理や事業の
企画･施設管理

一般事務･
社会福祉業務

昭和57年４月２日から
平成３年４月1日までに
生まれ、社会福祉主事
任用資格を有するか、
平成25年３月までに
取得見込の人

昭和48年４月２日から
平成３年４月1日までに
生まれた人

　気軽にクラシック音楽を楽しめるコンサート。ピアノとマリンバ演奏、そして
メインは、ボデイーパーカッションと不思議な打楽器を楽しんでいただきます。
全身を使って会場の床をドンドンと鳴らしましょう！

　９月１日（土）　午後１時開場　１時30分開演　　   
出演　1）ピアノ演奏　大田　太郎氏　
 　 ショパン【ノクターン】、ベートーベン【悲愴】（ピアノソロ）他 
　　　2）マリンバ＆パーカッションユニット「ドンタコズ」
 　 アニメメドレー、ドラマ鹿鳴館より「タンゴ・アモーレ」
　  　 マリンバを囲みアクロバティックな演奏を楽しみましょう。
　500円（１人）　チケットはあじさい会館管理事務室、
　　　　　　　　あじさい会館 南分室（南保健福祉センター）で販売　　　　
　　　　　　　　※０歳のお子様からご鑑賞いただけます。小さなお子様でも一人１枚必要。
　あじさい会館管理事務室　　042-759-3963

あじさい会館主催　

第５回 家族で楽しむ心ぽっかぽかコンサート
～赤ちゃんからおとなまでからだの底からふるえる音楽を体験しよう～




